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訳者あとがき

　2011年3月11日、私は4月から8ヵ月間オーストラリア国立大学（ANU）に客
員研究員として赴任する準備のため、仙台市南部の家電量販店で家内と買い物を
していました。その帰り道、国道４号線を仙台市から名取市へと南下していた時
のことでした。
　午後2時46分、名取市田

た

高
こう

交差点を西へと右折した直後でした。突然衝撃が
走り、私たちの軽自動車は大きく左右に揺さぶられました。その瞬間「ついに来
たか！」と思いました。数年以内に起こる確率が99パーセントと言われていた
宮城県沖地震です。（1978年6月12日に起きたあの大地震の時の光景が鮮やかに蘇

ります。私は当時中学3年生、名取市の箱塚グラウンドで野球部の練習中でした。隣

の森の樹々は激しく揺さぶられ、周囲の家の屋根瓦は崩れ落ち、激しい揺れに立って

いられず這いつくばる私の目の前を地割れが走りました。）

　私はハザードランプを点灯し、車を左に寄せて停止しました。私も家内も落ち
着いていました。揺れは少しすると弱まり、収まったかと思われましたが、さら
に大きな横揺れが襲って来ました。それはとても長く感じられました。近くの電
柱が大きく振れ、電線も道路も波打っています。これは大変なことになった……。
　揺れが収まってから、飛び散るガラス片などを避けながらゆっくりと車を走ら
せ、普段なら15分で着くことができる自宅に40分かかり、ようやく到着しまし
た。途中、大きな混乱は見られませんでしたが、男性が足を負傷したらしく応急
手当を受けている光景がありました。
　自宅に戻ると、家にはほとんど損傷がありませんでしたが、家の中はあらゆる
ものがひっくり返って散々な状態でした。家族全員が無事だったことは幸いでし
た。ライフラインはすべて止まり、やがて携帯電話も使えなくなって情報源はラ
ジオだけになりました。しばらくすると大津波のニュースが届き始め、その甚大
な被害が伝わってきました。
　夜はろうそくの灯りで残り物の夕食を取り、早めに就寝、翌日からは日の出と
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ともに起床して、家や実家の片付け、職場との連絡、友人らの安否確認のため市
役所に出向いて情報を求めるなど、毎日を慌ただしく過ごしていました。
　そうしているうちに飛び込んできたのが福島第一原子力発電所事故のニュース
でした。

　原発は地震により外部電源を失いました。一時は非常用ディーゼル発電機が起
動しましたが、地震から41分後の第一波以後、14-15メートルに及ぶ数次にわた
る大きな津波が襲い、低い防波堤を越え、施設を破壊しながら、地下室や立坑に
も流れ込みました。地下の非常用電源が水没し燃料のオイルタンクも流失したた
め、原子炉は全電源喪失（ブラックアウト）に陥り、非常用炉心冷却装置
（ECCS）や冷却水循環系を作動できなくなりました。さらに冷却用海水系ポンプ
がむきだしで設置されていたため津波で壊れ、燃料の熱を冷却する設備の機能が
すべて失われる最終ヒートシンク喪失（LUHS）という状態に陥ったのです。
　1号機では14時52分に非常用復水器が起動しましたが、15時30分に大津波に
襲われ、15時50分に非常用電池が水没して非常用復水器が使用不能になり、同時
に計器、動弁電源も失われました。19時30分に1号機の燃料は蒸発による水位低
下で露出して炉心溶融（メルトダウン）が始まり、所内での直流小電源融通で動か
していた非常用復水器も翌12日1時48分に機能停止、圧力容器で圧力が異常上
昇し、6時頃には全燃料がメルトダウンに至ったと見られています。のちに確認さ
れたところでは、炉内の燃料はほぼ全量が溶融していたようです。高温の燃料棒が
露出した状態が続いたことで水素が発生し、15時36分に水素爆発が起きました。
　2号機では、全電源喪失2分前の11日15時39分に隔離時冷却系 (RCIC) を手動
で起動しており、その後3日間持ちこたえました。RCICの起動には直流電源が
必要で、もし電源喪失前に起動していなければ、すぐに冷却機能を失い炉心が損
傷していた可能性が高いと言われています。RCICによる注水は14日13時25分
に停止、19時過ぎから格納容器ドライウェルの圧力が上昇し、21時頃には圧力
容器の圧力とドライウェルの圧力がほぼ同じになったことから、圧力容器が破損
したものと推定されています。2号機もメルトダウンを起こし水素も発生したよ
うですが、ブローアウトパネルの脱落により建屋に開いた穴から放出されたため
水素爆発には至りませんでした。
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　3号機は、13日午前5時半頃からメルトダウンが始まり、14日7時頃には燃料
の大部分が圧力容器の底を突き破って格納容器へ溶け落ちた炉心溶融貫通（メル
トスルー）が起きたと見られています。11時1分、1号機と同じように水素爆発
を起こし原子炉建屋が大破しました。
　4号機から6号機は定期点検のため停止中でしたが、稼働していなかった4号
機も15日6時14分頃、大きな衝撃音と振動が発生、のちに原子炉建屋の損傷が確
認されました。3号機建屋の水素が4号機建屋へ漏れたことで水素爆発を起こした
と考えられています。9時38分には燃料貯蔵プールで爆発・火災が発生しました。
　メルトダウンに至った原子炉の核燃料は大量の熱と放射能を出し続けます。冷
却装置の停電時間は電力会社が設計上想定してきた最大8時間に収まらず、非常
用バッテリーを使い切りました。渋滞による電源車の遅れ、原子炉の電圧と合う
電源車が62台のうち1台しかなかったこと、電源車の出力不足、唯一の受電施
設が水没したこと、震災翌日に開通した仮設電源ケーブルが開通6分後に1号機
の水素爆発で吹き飛ばされたこと、重量超過のため自衛隊や米軍による電源車の
ヘリコプター空輸ができなかったことなどの複合要因により、全電源の喪失が長
期化しました。これにより、環境中に大量の放射能、特に揮発性の高いヨウ素
131（半減期8日）とセシウム137（同30年）が放出されました。

　東日本大震災の影響で、私はおよそ2ヵ月遅れでANUに赴任することになり
ました。すると被災地からやって来たということでたくさんの方から声をかけて
いただきました。そして大学院時代の恩師であるピーター・ヴァン・ネス教授が、
研究者として日本のために貢献したいと、オーストラリア内外の著名な研究者を
集めた「フクシマ・プロジェクト」を立ち上げたのです。私は2012年1月に帰
国後、国内での準備に取りかかり、序文で述べられていますように5月に東北福
祉大学においてANUと共催で国際ワークショップを開催しました。以来プロジ
ェクトは着実な成果を上げ、本書に結実しました。
　実は、昨年11月に出版された本書の原著であるLearning from Fukushima - Nuclear 

Power in East Asiaは営利を目的としないオーストラリア国立大学出版局（ANU Press）

のウェブサイト（URL: https://press.anu.edu.au/publications/learning-fukushima）か
らPDF版が無料でダウンロードできます。ぜひこちらを読んでいただきたいと
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ころでしたが、福島県民の方々をはじめ多くの人々に読んでいただくには限界が
あると感じました。そこで原著出版直後に編著者に働きかけ、同意を得て日本語
版の出版に至りました。
　翻訳するにあたり、まず考えさせられたのがタイトルです。福島の方たちには
「フクシマ」とカタカナで表記されることに抵抗を感じる人も多いと聞きます。
「フクシマ」イコール原発事故、と連想させるので、復興の妨げになるというも
のです。しかしあえて「フクシマ」としたのは、Fukushima がチェルノブイリと
並ぶ国際的な象徴となっており、核の惨事というあの生々しい記憶を忘れること
なく文字通り「教訓」とすべきであると考えたからです。
　今回の翻訳では、翻訳家の熊木信太郎氏のご協力をいただきました。原著出版
からおよそ１年で日本語版を出すことができたのは、熊木さんのお力添えのおか
げです。心より感謝申し上げます。
　本書の出版に際し、論創社の森下紀夫社長には翻訳企画の段階から出版費用の
工面にANU Pressとの版権交渉まで、あらゆる面でたいへんお世話になりました。
ありがとうございました。そして担当の松永裕衣子さんは、ここまで紆余曲折が
続く中、いつも寄り添い励ましてくださいました。ほんとうにありがとうござい
ました。
　また、ANU Pressからは日本語版出版への助成をいただきました。ご尽力いた
だいたコーディネーターのエミリー・ヘイゼルウッドさんとピーター・ヴァン・
ネス教授に深く感謝いたします。
　最後に、東北福祉大学「けやきホール」での国際ワークショップでは多くの教
員・職員のみなさま、そして学生たちにお手伝いいただきました。心から感謝の
意を表します。
　「フクシマ・プロジェクト」の目的は、第一に福島をはじめとする日本の人々
に正確な科学的情報を提供すること、第二にこれを世界に発信することでした。
その集大成である本書がこれらの目的達成に貢献できることを切に願っています。
　福島第一原子力発電所事故によって被害を受けたすべての方々に本書を捧げます。

　2018年11月

生田目 学文　
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